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グレゴリオ聖歌形成過程における 
司教座都市メスの役割
大須賀沙織
はじめに
　フランス北東部ロレーヌ地方のメス（Metz）は、メロヴィング期にはアウスト
ラシアの首都であり、カロリング期にはローマ式典礼聖歌導入の一大拠点となり、
フランク王国の歴史において重要な役割を果たした司教座都市である。今もモーゼ
ル川河岸の丘の上にそびえるカテドラルのほか、複数の修道院跡と数多くの教会が
残り、かつての繁栄の様子をしのばせる。カテドラルをはじめ、街全体の建造物に
はモーゼル地方で採れる黄土色のジョーモン（Jaumont）の石が使われ、統一感の
ある重厚な街並みを見せている。メスはまた、グレゴリオ聖歌の「メス式ネウマ」
（neumes messins）と呼ばれる記譜法の起源となった場所でもある。メス式ネウマ
はラン（Laon）の写本により伝えられ、スイスのザンクト・ガレン修道院の記譜
と並び、グレゴリオ聖歌のより高度な演奏には欠かせない表記体系である1。本論
は、ガリア聖歌からローマ式典礼聖歌への転換にあたり、フランク王国の一都市メ
スがどのような背景のもと中心的役割を担うにいたったか、また、ローマ式典礼聖
歌への統一の実態がどのようなものであったかを探るものである。はじめに、メロ
ヴィング期からカロリング期にかけて、メスという都市の歴史的背景をたどり、フ
ランク王クロタール、メス司教アルヌルフ、宮宰ピピン1世の役割を概観する。次
に、フランク王国とローマとの連携がどのように行われたか、宮宰ピピン３世、メ
ス司教クロデガング、フランク王シャルルマーニュを中心に論じる。最後に、メス
を中心とするローマ式典礼聖歌導入の実態と、ローマ式典礼聖歌がグレゴリオ聖歌
1 Graduale triplex, Abbaye Saint-Pierre de Solesmes, 1998.
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と呼ばれるようになるまでの経緯を考察する。
１．メロヴィング期からカロリング期にかけてのメス―歴史的背景
　メスは、ローマ属州ガリアの時代から、リヨンからトリーアへといたる南北の道
と、ストラスブールからランスへといたる東西の道の交差点として重要な位置を
占めていた2。メスはキリスト教がいち早く伝わった北フランスの都市の一つであ
り、３世紀末か４世紀初頭にキリスト教が伝えられた３。メスにキリスト教を伝え
たクレメンス（Clément de Metz, ３-４世紀）は、時代的に無理があるものの、聖
ペテロによって派遣されたという伝説も残る聖人で４、メスの初代司教となった。
メロヴィング期―アウストラシアにおける宮宰の台頭
　メロヴィング朝の初代フランク王クロヴィス（Clovis, 481-511）5の時代、メス
は広大なフランク王国の一都市であったが、クロヴィスの没後、王国は４人の息
子の間でランス、オルレアン、パリ、ソワソンを首都とする王国に分割され、メ
スは長子テウデリク（Théodoric, 511-534）が継承したランスの王国の一部となっ
た。561年、クロヴィスの４人の息子のうち一人生き残っていたソワソン王クロ
タール1世（Clotaire Ier, 511-561）が没すると、クロタールの長子シギベルト1世
（Sigebert Ier, 561-575）がランスの王国を継承し、首都はランスからメスに移され、
アウストラシアと呼ばれる分国となる。ここに東部のアウストラシア、西部のネウ
2 Jannot, Mathilde, Metz Guide : balades et découvertes, Strasbourg, Les Éditions du 
Quotidien, 2016, p. 3. 柴田三千雄、樺山紘一、福井憲彦編『世界歴史大系 フランス史1―
先史～15世紀』、山川出版社、1995、p. 105：「ガリアの道路網と主要都市」地図。
３ Henryot, Fabienne et Martin, Philippe, L’Art sacré en Lorraine, Le Républicain Lorrain, 
2012, p. 3. Wagner, Pierre-Edouard, « Chant romain et chant messin : l’École de Metz 
（VIIIe-IXe siècles） », L’Art du chantre carolingien : découvrir l’esthétique première 
du chant grégorien, sous la direction de Christian-Jacques Demollière, Metz, Éditions 
Serpenoise, 2004, p. 15. 剣持久木「メッス」、上智学院新カトリック大事典編纂委員会編集
『新カトリック大事典』全４巻、研究社、1996-2009。
４ Wagner, « Chant romain et chant messin : l’École de Metz », L’Art du chantre 
carolingien, p. 13.
5 カッコ内の数字は、メロヴィング家、カロリング家の王、教皇と司教については在位年を、
その他の人物は生没年を示す。
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ストリア、南東部のブルグントという三分王国体制が形成される6。
　575年にシギベルト1世が暗殺され、その息子キルデベルト2世（Childebert II, 
575-595）も若くして亡くなると、613年、ネウストリア王クロタール2世（Clotaire 
II, 584-629）がフランク王国全体を掌握する。とはいえ、分国体制が定着していた
メロヴィング王国において、クロタール2世が全王国の実権を握ることは困難で
あった。彼はアウストラシアとブルグントの貴族たちの要請を受け、彼らの分国を
宮宰（maire du palais）が治めることを認める。これにより、アウストラシアとブ
ルグントでは、宮宰が「国王の代理人としての地位を獲得」7する。さらに、アウ
ストラシアの貴族層は独自の王を擁立することを求め、623年、クロタール2世は
息子ダゴベルト1世（Dagobert Ier, 623-639）をメスに送り出すことになる8。
カロリング家の祖先、アルヌルフ＝ピピン一族
　この頃アウストラシアの政治を担っていたのは、宮宰ピピン1世（Pépin Ier, 628
宮宰，640没）とメス司教アルヌルフ（Arnoul de Metz, c. 582-640， メス司教614-
629）であった。アルヌルフは、メス－ヴェルダン地域の有力貴族であり、アウスト
ラシア王キルデベルト2世と親しく、その子テウデベルト2世（Théodebert, 596-
612）の顧問を務めたのち、614年、クロタールによってメス司教に任命された人物
である9。メロヴィング朝からカロリング朝にかけては、「個々の貴族のあいだの、
あるいは、貴族同士の人間関係が、この国家の基礎を形成していた」10とされるが、
アウストラシアの貴族で「もっとも有力な門閥であるアルヌルフ＝ピピン一族」こ
そ、メロヴィング家に取って代わり、カロリング家の礎を築くことになるのであ
る11。
　アルヌルフの息子アンセギセル（Anségisel, 679没）とピピン1世の娘ベッガ
6 『世界歴史大系 フランス史1』p. 138-141.
7 『世界歴史大系 フランス史1』p. 145.
8 『世界歴史大系 フランス史1』p. 144-146.
9 Wagner, « Chant romain et chant messin : l’École de Metz », L’Art du chantre 
carolingien, p. 15.
10 五十嵐修『王国・教会・帝国―カール大帝期の王権と国家』知泉書館、2010、p. 24.
11 『世界歴史大系 フランス史1』p. 146.
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（Begga, 693没）の結婚によりピピン2世（Pépin II, 宮宰687-714）が生まれ、ピ
ピン2世はカール・マルテル（Charles Martel, 宮宰714-741）の父、ピピン３世
（Pépin III, 宮宰741-751， フランク王751-768）の祖父、シャルルマーニュ／カー
ル大帝（Charlemagne, フランク王768-814，ローマ皇帝800-814）の曾祖父にあた
る。つまり、カロリング家の祖先はアウストラシア貴族を起源とし、メスと深い関
わりをもつことになる。当時は各地への遠征も頻繁に行われ、宮廷は王とともに移
動したが、シャルルマーニュは794年以降、アーヘン（Aachen、フランス名はエク
ス・ラ・シャペルAix-la-Chapelle）に身を落ち着けている。アーヘンは現在、ベル
ギー、オランダと接するドイツの一都市であるが、メスから北へ230キロの場所に
位置する。シャルルマーニュはこの地の温泉を大変好み、温泉こそがここに居を定
める最大の要因になったように思えるのであるが、彼は「カロリング家の旧来から
の基盤であるアウストラシア地域を［…］自分の故郷として意識」しており、この
地に対する「熱き思い」を持ちつづけた12。
カロリング家におけるメス司教の流れ
　8世紀後半、ピピン３世とシャルルマーニュは、混乱と無秩序の中にあったガリ
アをまとめあげ、「キリスト教帝国」ともいえる王国を築きあげていくが、その背
景には、ピピン1世からはじまるアウストラシア宮宰の家系と並んで、アルヌル
フにはじまるメス司教の流れ（アルヌルフの子クロドルフClodulf、シャルルマー
ニュの子ドローゴDrogonもメス司教となる）があった。またとくに、父祖アルヌ
ルフは司教を務めたのち隠修士として生涯を終えた人物であったことも、カロリン
グ家の家系の一側面として触れておかなければならない。彼はクロタールの求めに
より司教となり、さらに623年からは、メスに送られてきたダゴベルト1世の顧問
を務めなければならなかった。しかし629年、クロタールが死去し、ダゴベルトが
メスを離れると、ようやくアルヌルフは自由の身となり、長年希求していた隠遁
生活に入る。すでに妻ドーダ（Dode）は、アルヌルフが司教に任命された折にト
リーアの修道院に入っており13、またアルヌルフとともに宮廷に仕えた友人ロマリク
12 五十嵐修『地上の夢 キリスト教帝国―カール大帝の〈ヨーロッパ〉』講談社、2001、p. 
120-125.
13 Saint Arnoul - Diocèse de Metz : https://metz.catholique.fr/saint-du-jour/18/07/saint-arnoul/
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ス（Romaric）は、ヴォージュ山脈のふもとのルミルモン（Remiremont）に修道
院を創設し、修道士となっていた。629年以降、アルヌルフもその近くに庵を結び、
11年間を隠修士として生き、640年、宮廷と教会と神に仕えた生涯を閉じた。聖人
とみなされた彼の遺骸はメスに移され、アウストラシア貴族の墓所であった聖使徒
教会（のちの聖アルヌルフ教会）に埋葬された14。この教会には、シャルルマーニュ
の妻ヒルデガルトと息子ルイ敬虔帝も埋葬されていたが、1552年、神聖ローマ皇帝
カール5世によるメス攻囲の際、町の防衛のため、ギーズ公フランソワの命令によ
り取り壊された15。
２．フランク王国とローマとの連携
ピピン３世と教皇ステファヌス２世
　メス司教アルヌルフとピピン1世のひ孫にあたるカール・マルテル（宮宰714-
741）は、各地に遠征して勢力を拡大し、717年にネウストリアを掌握、732年には
トゥール・ポワティエ間の戦いでウマイヤ朝イスラム軍の侵攻を食い止め、実質
的な王国の支配者となっていた16。その子ピピン３世（Pépin III, 宮宰741-751， フ
ランク王751-768）は、751年、ソワソンにフランク人の諸侯を招集し、フランク王
として選出され、マインツ大司教ボニファティウス（Boniface de Mayence, 745-
754）から塗油を受ける。メロヴィング朝最後の王となるキルデリク３世（Childéric 
III, 743-751）はサン・ベルタン修道院（l’abbaye Saint-Bertin, Saint-Omer）に幽
閉され、メロヴィング朝は断絶、ここにカロリング朝が創始される。ピピン３世は
新王朝の正統性を獲得するため、754年、教皇ステファヌス2世（Étienne II, 752-
757）をパリのサン・ドゥニ修道院に迎え、息子のシャルルマーニュ、カールマンと
ともに塗油儀礼を受けている。ピピンの側からは、756年、ランゴバルド王国から
奪還したラヴェンナ領を教皇に献上し（ピピンの寄進）、こうしたローマとフラン
14 Wagner, « Chant romain et chant messin : l’École de Metz », L’Art du chantre 
carolingien, p. 15. 
15 柴田三千雄、樺山紘一、福井憲彦編『世界歴史大系 フランス史2―16世紀～19世紀なか
ば』山川出版社、1996、p. 82、年表 p. 48．
16 『世界歴史大系 フランス史1』p. 431， 年表 p. 32． 佐々木真『図説 フランスの歴史』河
出書房新社、2011、p. 9．
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ク王国の連携はシャルルマーニュへと受け継がれることとなる17。
　754年にピピン３世と教皇ステファヌス2世は協議を交わし、ガリアの典礼と旋
律をローマ式に転換することが決められたと見られる18。「ピピンは、フランク王国
の教会に統一性を持たせるため、また、ローマ教会との一致のしるしとして、すべ
ての修道院と教会に、グレゴリオ聖歌、つまり教皇大グレゴリウスの方式で再編さ
れたローマ式聖歌を導入するよう命じた」のである19。760年には、ステファヌス2
世の跡を継いだパウルス1世（Paul Ier, 757-767）が、フランク王国からの要請に
より、ローマ式ミサ用聖歌集と聖務日課用聖歌集を送っている20。
メス司教クロデガングの役割
　ピピン３世による典礼改革の実施にあたり、中心的役割を果たしたのがメス司教
クロデガング（Chrodegang, 742-766）である。フランク族の貴族の家に生まれた
クロデガングは、シャルル・マルテルの宮廷で文書局長官を務めたのち、その子
ピピン３世の宮廷に仕え、742年、ピピンによってメス司教に任ぜられた人物であ
る21。
　その頃、ローマ教皇ステファヌス2世は教皇領ラヴェンナを奪われ、ローマも侵
略されており、ピピンはその窮状を救うため、753年にクロデガングをローマに派
遣する。クロデガングの随行によりフランク王国に迎えられた教皇は755年まで滞
在する。「ピピン、その子シャルルマーニュ、そしてルイによって推進されること
17 水嶋良雄『グレゴリオ聖歌』音楽之友社、1966、p. 282-285．『世界歴史大系 フランス史
1』p. 157， 432， 年表 p. 32．佐々木真『図説 フランスの歴史』p. 9-10．
18 Stäblein, Bruno『人間と音楽の歴史 単音楽の記譜法』音楽之友社、1986、p. 16.
19 « Chant musical », Dictionnaire universel françois et latin, vulgairement appelé 
Dictionnaire de Trévoux （Compagnie de Jésus）, La compagnie des libraires associés, 
1752, t. II, p. 540.
20 水嶋良雄『グレゴリオ聖歌』p. 282-283. 五十嵐修『王国・教会・帝国』p. 74.
21 梅津教孝「メッス司教クロデガングによる司教座聖堂参事会会則―Regula Canonicorum 
試訳」、『史学雑誌』92巻10号、1983、p. 1622-1623；Vicaire, M.-H.『中世修道院の世
界：使徒の模倣者たち』朝倉文市監訳、渡辺隆司、梅津教孝訳、八坂書房、2004に再
録。Wagner, « Chant romain et chant messin : l’École de Metz », L’Art du chantre 
carolingien, p. 16.
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になる典礼改革が、この滞在を契機として開始され」、王権の主導によって、フラ
ンク王国全体の典礼聖歌の統一が図られたのである。ピピン３世の典礼改革は「8
世紀のゲラシウス典礼書」と呼ばれる典礼書（Le sacramentaire gélasien / Liber 
sacramentorum Romanae ecclesiae）に結実するが、ルーアン司教レミギウスとと
もに、クロデガングも編纂に携わったと見られている22。クロデガングがローマで
ローマ式典礼に立ち会ったこと、教皇ステファヌス2世のフランク王国滞在中、と
くにピピンの塗油儀礼の折に、パリのサン・ドゥニ修道院でローマ式聖歌が披露さ
れたことが決定的な機縁となり、メスはローマ式の導入と実践の中心地になってい
く23。
　クロデガングはまた、当時乱れていた聖職者の風紀を正すため、『司教座聖堂参
事会会則』Regula Canonicorum（c. 755）を著した人物でもあった。当時の聖職
者は教会に属し、司祭職を果たしてはいたが、修道士とは異なり共住生活は強いら
れておらず、俗人とほとんど変わらぬ生活を送る者もいた。クロデガングはこうし
た誤った風習を正し、規律ある生活へと呼び戻す必要を感じ、この会則を設けたの
である24。これは、西欧キリスト教世界における修道院規則の原点『聖ベネディク
トゥスの戒律』25をもとにしつつ、フランク王国の、とくにメス司教区の聖職者のた
めに書かれた34章から成る会則であった。その序章にはこうある。「牧者たちとそ
れに従う者たちの怠慢があまりに増大した今、このような重大な危機の中にいる私
たちは、［…］聖職者を正しい道に導き戻」さなければならない。「確かに私はふさ
22 梅津教孝「メッス司教クロデガングによる司教座聖堂参事会会則」p. 1622. 五十嵐修『王国・
教会・帝国』p. 74. Riché, Pierre『ヨーロッパ成立期の学校教育と教養』岩村清太訳、知
泉書館, 2002, p. 63 （Écoles et enseignement dans le Haut Moyen Age, 2e éd., Picard, 1989 
［1re éd. 1979］）．
23 水嶋良雄『グレゴリオ聖歌』p. 282. Stäblein『単音楽の記譜法』p. 42. Waesberghe, 
Joseph Smits van『人間と音楽の歴史 音楽教育 中世の音楽理論と教授法』音楽之友社、
1986、p. 9-10. Wagner, « Chant romain et chant messin : l’École de Metz », L’Art du 
chantre carolingien, p. 16.
24 Boussard, Jacques『シャルルマーニュの時代』井上泰男訳、平凡社、1973、p. 140-141 
（Charlemagne et son temps, Hachette, 1968, p. 103-104）.
25 Règle de Saint Benoît, traduit par Dom Prosper Guéranger, éd de 1977, Monastère Notre-
Dame de Toute Confiance, Perdechat, Virlet. 『聖ベネディクトの戒律』古田暁訳、ドン・
ボスコ社、2006.
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わしくない者ではあるが、この司教の座を得、司牧の務めという私の責任に注意を
払い始めて、聖職者と信徒とが非常に大いなる怠慢に陥ったことを知ったので、私
は打ち拉がれ、なすべきことを求め始めた。」そして、神の助力に支えられ、友人
たちに助けられ、必要に促されて、「聖職者が禁じられた事から自らを抑え、悪習
を捨て、長い間行われていた悪事を完全に放棄する小さい規則を作ろうと私は思っ
た」と26。聖務日課については、とくに第４章から第8章で述べられている（第４章
「終課、あるいは沈黙について」、第5章「夜の聖務について」、第6章「全ての者
は定時に聖務日課のためにこなければならない」、第7章「詩篇詠唱の規律につい
て」、第8章「毎日、彼らは参事会へこなければならない」）。終課、一時課、九時
課の合図の鐘が鳴り響いたらただちに、「手に何を持っていようとも、それら全て
を置いて」聖ステファヌス教会に馳せ参じ、聖務日課を唱えなければならないとさ
れ、修道院におけるように、聖職者たちも教会に集まり共唱することが求められた
のである27。
　クロデガングは本会則により聖職者の共同生活と聖務日課の祈りを規則化し、
ローマ式典礼聖歌の導入に努めた。ピピン３世とクロデガングにはじまるローマ式
典礼への統合政策は、シャルルマーニュの一大事業として推進されていく。
シャルルマーニュによる教育政策
　シャルルマーニュはフランク王国全土に教化政策を伝達し、カロリング・ルネサ
ンスと呼ばれる文芸復興運動を推進したが、それは、シャルルマーニュが王国内の
文化レベルの低さに危機感を持ったためであった。たしかにメロヴィング期は、戦
に明け暮れ、宮廷にも蛮行が横行し、フランク王国内の文化水準、倫理道徳は著し
く衰退していた。また、シャルル・マルテルによるたび重なる戦いは教育、文化の
荒廃をもたらし、若干の聖職者を除いて、文盲が一般的になっていたとされる28。
26 梅津教孝「メッス司教クロデガングによる司教座聖堂参事会会則」p. 1625-1626.
27 梅津教孝「メッス司教クロデガングによる司教座聖堂参事会会則」p. 1628, 1630. 聖
ステファヌス教会は司教座聖堂で、クロデガングのもとでも整備が行われ（註8、p. 
1647-1648）、現在は壮大なゴシック建築のサンテティエンヌ（聖ステファヌス）大聖堂と
なっている。
28 Boussard『シャルルマーニュの時代』p. 160 （Charlemagne et son temps, p. 120-121）．
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シャルルマーニュは「われらの祖先の不注意の結果、荒廃に帰した古典教育を、注
意深い熱意をもって修復するために努める」ことを勧め、聖務が正しく立派に執り
行われること、修道士と聖職者の教育が行われること、ローマ式聖歌が定められた
形で立派に歌われることを強く求めたのである29。
　789年に公布された「一般訓令」（Admonitio generalis）第72条で、シャルルマー
ニュは「子どもたちに、読み書きを学ばせるための学校30を開かなければならない」
とし、すべての修道院と司教座聖堂において、「詩篇、速記法、歌唱、算定法、文
法を教えること」を命じた31。学校開設の勧告はその後も繰り返され、それはつま
り、この勅令がなかなか聞き入れられなかった、また実施に移すのが困難であった
ことをうかがわせる32。しかし荒廃していた学校は少しずつ復興され、学校がなかっ
た場所には新たに開設もされた。やがていくつかの学校は授業科目の特殊性によっ
て専門性を持つようになり、メス、ラン、シャルトルなどの司教座聖堂付属学校は
典礼音楽教育に関して専門性をもち、発展を遂げるようになる33。
29 Boussard『シャルルマーニュの時代』p. 167 （Charlemagne et son temps, p. 127）．カール
大帝「一般書簡」大谷啓治訳、上智大学中世思想研究所編訳・監修『中世思想原典集成6 
カロリング・ルネサンス』平凡社、1992、p. 150；『中世思想原典集成精選３ ラテン中世
の興隆1』平凡社ライブラリー、2019、p. 48．五十嵐修『王国・教会・帝国』p. 160-161．
30 本論では、学校、宮廷学校、聖歌学校に触れるが、それぞれにおける « schola » のニュ
アンスを把握することはむずかしい。リシェは「scholaという語をいつも学校という意味
にとるのは間違いのもとである」と言う。「この語はローマ帝政以来、広間などの場所の
ほか、職人の組合、守護隊など」、学校教育以外の分野でも用いられてきた。尊者ベーダ
（735没）の定義によれば、「若者たちが、学習し、教師のことばに耳を傾けながら時を過ご
す場所」であった。「学校とは宗教的権威のもとにある教師と生徒の集団である」とするな
ら、6世紀以降、小教区学校、司教区学校、修道院学校の３種類が存在する（Riché『ヨー
ロッパ成立期の学校教育と教養』岩村清太訳、p. 191）。
31 Dinzelbacher, P., Hogg, J. L.『修道院文化史事典』朝倉文市監訳、八坂書房、2014、p. 111. 
Stäblein『単音楽の記譜法』p. 52. 五十嵐修『王国・教会・帝国』p. 158-159；『地上の夢 
キリスト教帝国―カール大帝の〈ヨーロッパ〉』p. 101. 河井田研朗「カロルス大帝の「万
民への訓諭勅令」Admonitio Generalis（789年）の試訳」、ノートルダム清心女子大学『キ
リスト教文化研究所年報』27号、2005、p. 144．
32 Riché『ヨーロッパ成立期の学校教育と教養』p. 68.
33 Boussard『シャルルマーニュの時代』p. 167-168（Charlemagne et son temps, p. 127-128）．
Stäblein『単音楽の記譜法』p. 52．
 9
国際的環境
　789年の「一般訓令」第72条では、学校の創設だけでなく、「もし、福音書、詩篇
集、ミサ典書の写本が必要となった場合には、正確な写本を作ることのできる熟達
した者がこれにあたるべきである」とも命じられている。この条文からも、シャル
ルマーニュが、フランク王国における聖書や典礼文の不注意な継承、ラテン語の
退廃を憂慮していたことが見てとれ、彼は優れた教育者を各地から宮廷に呼び寄
せ、教育改革を行っていく。シャルルマーニュはイタリア遠征時、優れた知識人
たちと出会い、二度目のイタリア遠征以降、外国出身の聖職者たちを宮廷に呼び
寄せ、神学、典礼、文法などの教育を行わせ、政策決定にも積極的に関与させた。
781年、シャルルマーニュがパルマで出会い、フランク宮廷に招聘したアルクイヌ
ス（Alcuin, c. 735-804）はその中心人物であった。イングランド北部ノーサンブ
リア出身のアルクイヌスは、フランクの宮廷学校34で教師を務めるほか、聖書や典
礼書の編纂も行った。シャルルマーニュの師であり助言者でもあった彼は、「一般
訓令」などの作成にも関与し、キリスト教帝国の理念を王に与えた35。イタリアから
はピサのペトルス（Pierre de Pise, 744-799）が文法の教育を担った。ランゴバル
ド人のパウルス・ディアコヌス（Paul Diacre, c. 720-799）も文法を教えると同時
に、『ローマ史』、『ランゴバルド史』、『メス司教列伝』、『教皇グレゴリウス伝』な
どの歴史書、伝記を著した。彼はまたシャルルマーニュの依頼により、夜の聖務日
34 宮廷の中に教育の場があったことはたしかであるが、独立した建物としての学校があっ
たわけではない（五十嵐修『王国・教会・帝国』p. 177；『地上の夢 キリスト教帝国』
p. 113）。リシェは「速記者、書記、歌唱長、写字生から成る集団」としている。宮廷で
はこうした若者たちが学ぶ一方、シャルルマーニュの王子や王女、貴族の若者たちも教師
たちの教えを受け、議論に聞き入っていた（Riché『ヨーロッパ成立期の学校教育と教養』
p. 69）。
35 アインハルト『カール大帝伝』国原吉之助訳、『世界文学大系66 中世文学集2』筑摩書房、
1966、p. 128．Folz, Robert『シャルルマーニュの戴冠』大島誠訳、白水社、1986、p. 121-
122．Waesberghe『中世の音楽理論と教授法』p. 10．アルクイヌス『文法学』山崎裕子訳・
解説、上智大学中世思想研究所編訳・監修『中世思想原典集成6 カロリング・ルネサンス』
平凡社、1992、p. 118． 五十嵐修『王国・教会・帝国』第6章「アルクインと新しい政治
思想」；『地上の夢 キリスト教帝国』第6章1節「アルクインの政治理論」。出崎澄男「ア
ルクイン」、『新カトリック大事典』。
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課で読まれる典礼朗読書の改良も行った36。スペイン（西ゴート）からは、イスラム
教徒の侵攻によりシャルルマーニュの宮廷に身を寄せたテオドゥルフス（Théodulf 
d’Orléans, c. 760-821）がおり、神学者、詩人として活躍した。彼はのちにオルレ
アン司教となり、今日まで歌い継がれる枝の主日の賛歌「グロリア・ラウス」（栄
光と賛美と誉れとは御身にあれ）を残した37。東部フランクのマイン川のほとりに生
まれ、フルダ修道院で教育を受けたアインハルト（Einhard, c. 770-840）は、修道
院長の推薦により15歳でフランク宮廷に入った。聡明さと学識で宮廷でも愛された
彼は、身近に観察したシャルルマーニュの姿を『カール大帝伝』に残した38。こうし
た国際的環境で、異文化の接触により知識の集積と融合が生まれ、文芸復興が推進
されていったのである39。
典礼の整備
　カロリング朝の文教政策の中で、キリスト教王国の基盤となる典礼の整備は重要
課題であった。それまでの時代の無学ゆえに、典礼書は粗雑に、注意を欠いた仕方
で複写されてきており、秩序と統一を重んじるシャルルマーニュは、ローマの慣習
の導入とローマ式聖歌への回帰を企図する40。シャルルマーニュは774年に教皇ハド
リアヌス1世（Adrien Ier, 772-795）から贈られた教会法令集「ディオニュシオ＝
ハドリアーナ」（6世紀の教会法学者ディオニュシウス・エクシグウスにさかのぼり、
ハドリアヌス1世が改訂増補したもの）を法的根拠とし、ローマの慣行を取り入
36 カール大帝「一般書簡」大谷啓治訳、『中世思想原典集成6 カロリング・ルネサンス』p. 151.
37 テオドゥルフス『詩歌集』佐藤直子・長谷川星舟訳・解説、『中世思想原典集成6 カロリ
ング・ルネサンス』p. 154．五十嵐修『王国・教会・帝国』p. 408．
38 アインハルト『カール大帝伝』国原吉之助解説、『世界文学大系66 中世文学集2』p. 442-
443. 五十嵐修『王国・教会・帝国』p. 406.
39 五十嵐修『王国・教会・帝国』p. 15-16；『地上の夢 キリスト教帝国』p. 117-118． Boussard
『シャルルマーニュの時代』p. 172-179 （Charlemagne et son temps, p. 131-136）．「誇張に陥っ
てはならないが、それでもカロリング朝の知的活動がヨーロッパ文化の古層を形づくったとい
う事実は認識する必要がある」（ジャック・ル・ゴフ『ヨーロッパは中世に誕生したのか？』菅
沼潤訳、藤原書店、2014、p. 55-53）。
40 Boussard『シャルルマーニュの時代』p. 179 （Charlemagne et son temps, p. 136）．
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れ、王国内の統一を図った41。アインハルトも、シャルルマーニュは「聖書朗読や詩
篇頌誦の宗規を、熱心に改良した」と伝えている42。典礼書の改訂において、仕事の
大部分を担ったのはアルクイヌスであった。彼はウルガタ版聖書の復興をテオドゥ
ルフスとともに行い、聖務の中で朗読される聖書の抜粋文を書き改め、それぞれの
典礼暦にふさわしい章句を取りあげるようにし、『読誦集』Lectionnaireを作った。
また、『典礼書』Sacramentaireの改革のため、大グレゴリウスにさかのぼる慣例を
ローマに問い合わせ、教皇ゲラシウスの時代の典礼書に基づいていたガリアの慣例
は改められた。785年には勅令が出され、アルクイヌスの『典礼書』が義務づけら
れた。秩序と統一を求めるシャルルマーニュは、789年、802年、805年の勅令によ
り、聖職者がローマ聖歌を研究することを義務づけ、父ピピンがローマ教皇座との
一致と、聖なる教会の平和的和合とのために決定したところに従い、すべての聖職
者たちが「ローマ式歌唱を完全に学ぶべき」（789年「一般訓令」第80条）であると
勧告した43。こうしたたび重なる勅令からは、ローマ式典礼の普及が思うように進ま
なかった現実が垣間見える。シャルルマーニュは王国内の多様な地域を統治する霊
的基盤として、ローマ式典礼を浸透させようとしたのであるが、各地の慣習と地方
性はそう簡単には失われなかった。前近代の王国は「地域ごとの言語・民族・文化
の違いを尊重することにより」成り立っており、「今日的な意味での中央集権的な
国家」とは異なり、「個性をもった地域が多く含まれて」いたことにも留意しなけ
ればならない44。
３．メスを中心とするローマ式典礼聖歌の導入
　たしかに、ローマ式典礼が導入される以前のフランク王国では、各地固有の慣習
と旋律があり、地方によってばらばらなガリア聖歌が歌われていた。ピピン３世
41 河井田研朗「カロルス大帝の「万民への訓諭勅令」Admonitio Generalis（789年）の注解
（I）」、『福岡大学人文論叢』36巻４号、2005、p. 1273-1280. 五十嵐修『王国・教会・帝国』p. 
146，154． 『中世思想原典集成 精選３ ラテン中世の興隆1』、佐藤直子「解説」、p. 14．
42 Einhardアインハルト『カール大帝伝』、『世界文学大系66 中世文学集2』p. 128.
43 Boussard『シャルルマーニュの時代』p. 181 （Charlemagne et son temps, p. 138）．河
井田研朗「カロルス大帝の「万民への訓諭勅令」Admonitio Generalis（789年）の試訳」
p. 147．
44 五十嵐修『地上の夢 キリスト教帝国』p. 13-14.
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（751-768）とシャルルマーニュ（768-814）によるガリア聖歌の廃止とローマ聖歌
への統一を受け、メスをはじめとする主要都市はローマ式の受入れを歓迎し、フラ
ンク王国ではほかの地方聖歌ほどの抵抗を示すことなく改革を受け入れていったと
も言われる45。しかし、メス司教クロデガングのような力強い推進者がいた都市は別
として、各地の聖職者たち、聖歌隊のすべてが中央からの強制を従順に受け入れた
わけではなかった。18世紀のイエズス会士が編纂した『トレヴー辞典』には、ロー
マ式の受け入れを渋り、慣れ親しんできた各教区の聖歌に執着していたという記録
も見られる。787年、シャルルマーニュがローマで復活祭を過ごし、フランク宮廷
の聖歌隊とローマの聖歌隊が合流したときの様子が次のように伝えられている。
　　 聖職者たちはこの命令〔ローマ式への統一〕に従うことに難色を示し、多数の
教会において遵守されなかった。彼らは古くからの慣習に執着しており、ロー
マと同じぐらいうまく歌っているという自負があった。787年、シャルルマー
ニュがローマを訪れた際、こうした妄執を目撃することとなった。復活祭の
間、シャルルマーニュの礼拝堂付き聖歌隊員たちはローマ教会の聖務に参列
し、ローマの聖歌隊をばかにした。ローマの聖歌隊も国王の聖歌隊が歌うのを
聴いてあざ笑った。シャルルマーニュはこの機をとらえ、両者を対決させた。
彼が勝負の審判者となり、ローマに有利な判定を下した。彼は教皇からグレゴ
リアン式に記された聖歌集と2名の聖歌指導者を与えられ、一人をメスに、も
う一人をソワソンに配置した。両都市には学校が作られ、聖歌を習い、教会の
書物の校訂作業が行われた。いくつかの教会ではグレゴリオ聖歌の一部しか取
り入れず、教会固有の聖歌と混ぜ合わせる形で使用した。グレゴリアン式とフ
ランス式が半々に用いられた聖歌は多くの教会に残り、詩篇と交唱では歌われ
つづけた46。
45 Levy, K., “Gallican Chant”, New Oxford History of Music, 1990, p. 93. Stäblein『単音楽の
記譜法』p. 16.
46 « Chant musical », Dictionnaire de Trévoux, t. II, p. 540.
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　ここには、ローマとフランクの聖歌隊が、それぞれ自分たちの聖歌を誇りとし、
相手の聖歌を見下す様子が記されており、こうしたことはおそらく各地でたびたび
起こっていただろうと思われる。当時、フランク王国の教会は、建前上は「ローマ
教皇の権威を承認し」ていたが、その一方で「ローマを考慮せずに独自の典礼や慣
習を発展」させているという状況であった47。ローマとの連携において王国統一を図
るシャルルマーニュにとって、フランク各地に伝わる独自の慣習はローマ式の権威
のもとに消し去られるべきものであった。彼はローマに聖職者を送ってローマ式聖
歌を習わせる一方、ローマからは聖歌集と聖歌指導者を送ってもらい、「メス、そ
して王国内の教会にローマ式聖歌を定着させようとした」。こうして、「シャルル
マーニュの時代、詩篇詠唱の新たな方法がメスに導入され、メス聖歌と呼ばれる」
ようになったとされる48。この典礼聖歌改革を担った中心人物の一人が、メスのアマ
ラリウス（Amalaire de Metz, 775-850）であった。メス近郊に生まれ、ベネディ
クト会修道士となった彼は、アーヘンの宮廷で教育と典礼改革に尽くした49。
　ローマ式の導入までは、地方ごと、教区ごとに口承で継承されていたものが、な
じみのない新しい旋律を伝達・習得するとなると口承では困難になる。そこから
旋律を記譜する必要が生じ、こうして生み出された記譜法の一つが「メス式ネウ
マ」である。この名はソレム修道院のアンドレ・モクロー師（André Mocquereau, 
1849-1930）がメスの指導的役割を考慮して名付けたものである。メスは、スイス
のザンクト・ガレンと並んで聖歌記譜の2大中心地となり、9世紀、メス系旋律は
展開と普及を見せ、10世紀初頭には、メス式ネウマの代表例とされるランの美しい
写本（Laon 239）が制作されるにいたる50。
47 五十嵐修『王国・教会・帝国』p. 5.
48 « Chant musical », Dictionnaire universel françois et latin, vulgairement appelé 
Dictionnaire de Trévoux （Compagnie de Jésus）, La compagnie des libraires associés, 
1752, t. II, p. 539.
49 土屋吉正「アマラリウス」、『新カトリック大事典』。Reznikoff, Iégor, « Le Chant des 
Gaules avant les Carolingiens », Histoire et historiographie au Moyen Âge, Mélanges 
Michel Sot, PUPS, 2012, p. 615.
50 Stäblein『単音楽の記譜法』p. 28, 42.
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ガリア聖歌、メス聖歌、グレゴリオ聖歌51
　メス式ネウマ、メス系旋律という用語に加え、「メス聖歌」（cantilena metensis 
/chant messin）という呼び名も存在する。この名称には３つの意味が含まれてい
る52。①カロリング期、メスはローマ式典礼聖歌（グレゴリオ聖歌）を導入、実践す
る場と認識され、ローマ式典礼聖歌の同義語として使われていた。メスの聖歌と言
えば、「ああ、ローマの聖歌ね！」53という認識が共有されていたのである。20世紀
に入り、グレゴリオ聖歌の起源がメスにあることが実証的に証明されて以来、とく
にメス出身の音楽家たちが好んで用いている。②メスで確立されたローマ＝フラン
ク聖歌の最初のレパートリー。いわばグレゴリオ聖歌の基礎を整備する萌芽期の音
楽。近年、とくに研究対象とされ、さらなる解明が待たれるのは、この定義におけ
るメス聖歌である。③のちの時代にメス司教区で歌われた聖歌。グレゴリオ聖歌の
枠外で、祝日などに歌われたメスの地方聖歌で、本論では考察の対象としていない。
　土地ごとのガリア聖歌（chant gallican）が歌われるフランク王国にローマ式聖
歌がもたらされ、メスを中心に典礼聖歌の整備が行われ、グレゴリオ聖歌の基礎を
形づくったと考えられるわけであるが、その実態はどうであったのだろうか。ガリ
ア聖歌とは、ローマ式聖歌が課される以前、フランク王国各地の教会で歌われてい
た単旋律典礼音楽の総称である54。ガリア聖歌は、9世紀に記譜法が現れる以前のも
のであるため、その大部分は失われたが、その一部はグレゴリオ聖歌のレパート
リーや、それとは独立して、地方固有の行列や聖人の祝日の聖歌などに残されてい
るとされる55。あるいはまた、ガリア聖歌のほうがローマ起源の聖歌よりもグレゴリ
51 カロリング期の聖歌については、1996年にメスでシンポジウム「カロリング朝の聖歌隊歌手
の技法―グレゴリオ聖歌の根源的美学の発見」が開催され、その成果は2004年に刊行され
た : Demollière, Christian-Jacques （dir.）, L’Art du chantre carolingien : découvrir l’esthétique 
première du chant grégorien, Metz, Éditions Serpenoise, 2004. また、Scola Metensisの充実し
たサイトがある : https://www.scolametensis.com
52 « Chant messin », définition : https://fr.wikipedia.org/wiki/Chant_messin
53 Dom Saulnier, Daniel et Colette, Marie-Noël, « Le chantre franc face au modèle romain », 
L’Art du chantre carolingien, 2004, p. 64.
54 拙論「ガリア聖歌―フランスで生まれた聖歌の源流を求めて」、『早稲田大学大学院文学研
究科紀要』2016、p. 21-37.
55 Huglo, Michel, “Music of the Gallican Rite”, The New Grove Dictionary, 1980（「ガリア典
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オ聖歌に近いとし、「グレゴリオ聖歌は本質的にガリアのキリスト教聖歌である」
とする研究者もいる56。
　ローマとメスで歌われている聖歌の違いについては、9世紀のいくつかの記録で
指摘されている。830年頃、ローマに赴いたメスのアマラリウスは、メスとローマ
の聖歌の順序や歌詞、レパートリーが異なっていることに驚いている。870年頃、
ヨハネス・ディアコヌスは、フランク王国各地でメス系の聖歌が歌われていること
を報告し、885年頃、無名の修道士は、ザンクト・ガレン修道院で歌われている聖
歌がメス系の旋律であり、ローマの聖歌とは違うものであると伝えている57。「ザン
クト・ガレンの聖歌はまず北イタリアの修道院に波及」し、「ついには、ローマ自
身が全面的にこの聖歌を受け入れることになったのである。いわゆるグレゴリオ聖
歌とはこれを指す」とも定義されている58。
　ローマとフランクの聖歌、そしてそれらがグレゴリオ聖歌に統合される過程は、
ソレム修道院のソーニエ師によって次のように要約されている。「ローマ＝フラン
ク式聖歌は、ローマを起源とし、ガリアに持ち込まれ、手直しされて、のちにそれ
を課すためにグレゴリアンと命名されたのである」59。また、グレゴリオ聖歌の旋律
を律する8つの教会旋法について、「8つの教会旋法と直接関係する8つの詩篇唱
定型は、800年頃のフランク王国内で初めて認められるものであり、明らかにカロ
リング・ルネサンスの築き上げたものの一つである」とも言われている60。おそらく
はフランク王国での手直しの過程で、各曲の旋律が8つの教会旋法にあてはめ適合
されるという調整が行われ、より普遍的で秩序と明確さをもつ旋律に整備されたも
のと考えられる。
礼の音楽」水嶋良雄訳、『ニューグローヴ世界音楽大事典』講談社、1993-1995）；Huglo, 
Bellingham, Zijlstra, “Gallican Chant”, The New Grove Dictionary, 2001.
56 Reznikoff, « Le chant des Gaules avant les Carolingiens », p. 616-617; « Le chant 
grégorien et le chant des Gaules », Acte du colloque: Musique, littérature, société au 
Moyen Âge, Université de Picardie, Amiens, mars 1980, Honoré Champion, 1981, p. 5.
57 水嶋良雄『グレゴリオ聖歌』p. 284.
58 水嶋良雄「グレゴリオ聖歌」、『新音楽辞典〔楽語〕』、音楽之友社、1977.
59 Dom Saulnier, « Le chantre franc face au modèle romain », p. 64.
60 Hucke, Helmut「グレゴリオ聖歌と古ローマ聖歌」水嶋良雄訳、『ニューグローヴ世界音楽
大事典』。
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「グレゴリオ聖歌」へ
　このようにして形成されたローマ＝フランク式聖歌は、なぜ、いかにして、グレ
ゴリウスの名を冠するにいたったのだろうか。« Chant grégorien »、日本ではキ
リシタン以来のイタリア、スペイン、ポルトガル風の呼び名が残り「グレゴリオ聖
歌」と呼びならわされているこの名称は61、ローマ教皇グレゴリウス1世（Grégoire 
Ier, le Grand, 590-604）の名にちなんでいる。本来ローマ式典礼聖歌と呼ばれるべ
きものであるが、グレゴリオ聖歌の名称が親しまれ、今日にいたっている62。グレゴ
リウス1世が「聖歌の形成に大きな役割を果たしたことは確か」であるものの、「今
日歌われている形でのグレゴリオ聖歌が、この教皇の創始ないし編纂によるもので
あるという歴史的根拠はない」63。たしかに、グレゴリウス1世の書簡にも、当時の
文献にも、彼が典礼聖歌を整備したという記述は見当たらず、文献に立脚した考証
が欠けたまま64、聖人伝の伝説がそのままに継承されているのである。
　8世紀後半から「グレゴリウスによる」とされる典礼書や聖歌集が編纂されるよ
うになり、おそらくはシャルルマーニュの時代から、グレゴリウスへの賛辞が序文
に付された聖歌集が作られるようになる。「すぐれし業に際立ちて、名声高きグレ
ゴリウスは、［…］先立ちし教父らの残せしものをよりよく改め、聖歌手のため、
この音楽芸術書を集大成せり」という内容である。これにつづく聖歌集の多くもこ
の賛辞を取り入れ、グレゴリウスの権威で飾るようになった65。875年頃には、教皇
ヨハネス8世（Jean VIII, 872-882）の命により、ヨハネス・ディアコヌス（Jean 
Diacre, c. 825-880）が『グレゴリウス伝』Vita Gregorii Magniを著し、グレゴリ
ウスが聖歌集を編纂し、聖歌学校を創設し、自らそこで教えたというエピソードを
挿入する66。同時期に、グレゴリウスの姿を描いた細密画が作られ、そこではグレゴ
リウスが鳩の姿をとった聖霊からインスピレーションを受けて語り、それを書記が
61 皆川達夫『西洋音楽史 中世・ルネサンス』音楽之友社、1986、p. 29.
62 水嶋良雄「グレゴリオ聖歌」、『新カトリック大事典』t. II, p. 650-653.
63 皆川達夫『中世・ルネサンスの音楽』講談社学術文庫、2009、p. 35.
64 Reznikoff, « Le chant grégorien et le chant des Gaules », p. 1.
65 Hucke「グレゴリウス1世」水嶋良雄訳、『ニューグローヴ世界音楽大事典』。水嶋良雄『グ
レゴリオ聖歌』p. 275.
66 Reznikoff, « Le chant grégorien et le chant des Gaules », p. 3. Hucke 「グレゴリウス1世」
水嶋良雄訳、『ニューグローヴ世界音楽大事典』。
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書き留めている図が描かれている。本来、「〈聖書の註釈を書きとめている〉と伝え
らるべきであったが」、ヨハネスの『グレゴリウス伝』以来、「〈聖歌を作曲するグ
レゴリオ〉へと置きかえられて伝承された」67。13世紀、聖人伝をまとめたヤコブス・
デ・ウォラギネも、ヨハネス・ディアコヌスの記述をもとに「聖グレゴリウスは、
教会の聖務と聖歌を制定し、聖歌学校を設立した。そのためにふたつの校舎を、ひ
とつはサン・ピエトロ大聖堂の近くに、もうひとつはラテラノ教会の近くに建て
た」とし、グレゴリウスが聖歌を作るときに横になった寝椅子と、学校で使った笞
と、自筆聖歌集が残されていると記している68。グレゴリウスが聖歌学校を作ったと
いうことにも根拠が欠けているのであるが69、ヨハネスは中世の聖人伝のスタイル、
「歴史的な信憑性のほうを優先させるわれわれ現代人からすれば不適切なように思
われる称賛文のスタイルで書いた」のである70。『グレゴリウス1世伝』の執筆とグ
67 水嶋良雄『グレゴリオ聖歌』p. 276. Sacramentaire de Charles le Chauve （c. 870）, Bibliothèque 
nationale de France, Ms. lat. 1141. Waesberghe『中世の音楽理論と教授法』p. 12.
68 Jacques de Voragine, La Légende dorée, traduit par Theodor de Wyzewa, Éditions du 
Seuil, 1998, chap. XLVI. « Saint Grégoire, pape », p. 175-176；ヤコブス・デ・ ウォラギ
ネ『黄金伝説1』第46章「聖グレゴリウス」前田敬作、今村考訳、平凡社ライブラリー、
2006、p. 490. 註27でも述べたとおり、聖歌学校（schola cantorum）という語は「きわめ
て漠然としている」（Dom Saulnier, « Le chantre franc face au modèle romain », p. 66）。
『黄金伝説』第175章「教皇聖ペラギウス」にもグレゴリウス1世と聖歌に関する言及あり
（La Légende dorée, chap. CLXXVIII. « Saint Pélage, pape », p. 702-703；『黄金伝説４』
前田敬作、山中知子訳、p. 449-450）。
69 Riché, Pierre『大グレゴリウス小伝―西欧中世世界の先導者』岩村清太訳、知泉書館、
2013、p. 37 （Petite vie de saint Grégoire le Grand, Desclée De Brouwer, 2013）．
70 Waesberghe『中世の音楽理論と教授法』p. 16．聖人伝作者は、材料となる史実が不十分
な場合、自らの文学的才能と創作力、そして聖人伝に特有の定型表現で補う必要があった。
聖人伝の「最も重要な、もしくは唯一の目的は霊的高揚であり、それを踏まえたうえで聖
人伝の価値も判断されなければならない。」まったくの「創作」である場合でも、そのよう
な創作を生み出した「時代精神を解明する手がかりを与えてくれる」（Vierhaus, Joseph「聖
人伝」、『新カトリック大事典』）。ジャック・ル・ゴフは、歴史におけるイマジネール（想
像界）、夢、幻想の領域は、実体的現実と同じぐらい「具体的でアクティヴな現実
4 4
」である
と言った（『中世の夢』池上俊一訳、名古屋大学出版会、p. ii）。また、歴史的根拠に基づき、
「グレゴリオ聖歌」という名称への批判がなされていることに胸を痛めている人々がいる
ことにも思いを致さなければならない。歴史的・科学的根拠とは別に、信仰の領域で大切
にされてきたもの、民間伝承の中で育まれてきたものがあることも忘れてはならないだろ
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レゴリウスの細密画の制作が875年頃だとすると、シャルルマーニュもルイ敬虔帝
もすでになく、フランク王国が再び分割され、シャルル2世禿頭王（Charles II, le 
Chauve, 843-877）が西フランク王となっていた時代である。シャルル2世の治世
がはじまってまもなく、844年にグレゴリウス1世が列聖されたことも、こうした
聖人伝が作られた背景にはあるだろう。
　実際のグレゴリウス1世はといえば、普遍的教会の教皇として、地方ごとの多様
性を認めており、地方聖歌を廃止させ、それらを統一する必要など感じていなかっ
た。たとえ統一を望んだとしても、ローマの外に強制することは不可能であった71。
「595年以降、聖グレゴリウスは、個人的また間接的に、地域にまつわる秘跡書の改
定」に関わったが、「アンブロシウス聖歌、モサラベ聖歌やガリア聖歌など、ロー
マ以外の地方典礼（習慣、歌詞、旋律）を、この〔改革〕構想へ取り入れることは、
差し控え」、「場合によって、ガリアやケルト典礼の使用を許容する訓令が与えられ
た。そうした〈自由さ〉があった」のである72。
ローマを根拠とすること
　それではなぜ、ヨハネス・ディアコヌスはグレゴリウス1世を神話化するエピ
ソードを挿入したのか。そこには、ピピン３世とメス司教クロデガング、シャルル
マーニュとその子ルイ敬虔帝（Louis le Pieux, 814-840）へと流れる、ローマを根
拠とすることへの強く一貫した姿勢の継承が感じられる。クロデガングは『聖ベネ
ディクトゥスの戒律』をもとにメス司教座聖堂参事会のための規則を打ち立てた。
キリスト教国の王として普遍的規範を求めたピピン３世とシャルルマーニュ、ルイ
敬虔帝もまた、ベネディクト会修道院を模範とし、王国内のすべての修道院で『聖
ベネディクトゥスの戒律』を取り入れ、遵守するよう命じた73。聖ベネディクトゥス
う（Schola Saint-Grégoire ［Académie internationale de musique sacrée, Le Mans］， Saint 
Grégoire-le-Grand : Chant grégorien. Art et prière de l’Église, Téqui, 2004 : « Le rôle de 
saint Grégoire concernant la liturgie et le chant »， p. 28-45）。
71 Valois, Jean de『グレゴリオ聖歌』水嶋良雄訳、白水社、文庫クセジュ、1999、p. 141. 
Reznikoff, « Le Chant des Gaules avant les Carolingiens », p. 614.
72 Valois『グレゴリオ聖歌』p. 141.
73 Dinzelbacher, P., Hogg, J. L.『修道院文化史事典』p. 18, 62.
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は聖務日課の形式を確立し74、ベネディクト会出身のグレゴリウス1世は典礼聖歌の
改良を行い、シャルルマーニュの学問振興政策においてはベネディクト会修道士た
ちが大きな役割を担った75。また、ピピン３世はイタリアに遠征し、シャルルマー
ニュはイタリアに長期滞在しており、そこでの見聞は彼らの美的感覚や統治政策に
も影響を与えたことであろう76。
　ローマ式聖歌にグレゴリウスの名が冠された根拠として考えられることを2点、
最後にまとめておきたい。
　①アルクイヌスの編纂した『典礼書』は、グレゴリウスの『典礼書』
Sacramentarium Gregorianumに基づいていること77。この典礼書は、グレゴリウス
の死後20年経った625年になってから出現したものだというが、「そこにはグレゴリ
ウス教皇によって作成された祈りが含まれ、典礼史学者たちはこの点では一致して
いる」。グレゴリウスはコンスタンティノープル滞在期にビザンティン典礼を吸収
し、「アレルヤとキリエの歌唱をギリシア人から借用したと語っている」78。グレゴリ
ウスの典礼書に則っているということ、これが根拠としてもっとも説得力があり、
たしかにこれだけでも「グレゴリウスの」と呼ぶに値する。
　②歴代の教皇たちが典礼聖歌の整備に尽力したが、その中でもっとも輝かしいグ
レゴリウスの名をとった。グレゴリウスが「あまりにも偉大であったため、後継者
たちは」―そしてその前任者たちもであるが―「その影に隠れて目立たな」くなっ
た79。9世紀後半、グレゴリウスが列聖され、聖人伝や細密画が作られる中で、聖霊
の霊感を受けて聖歌を作ったという伝説が人々に好まれ受容されたことも、この名
74 水嶋良雄『グレゴリオ聖歌』p. 272. 岳野慶作『グレゴリオ聖歌のこころ』創風社、1996、p. 27.
75 Dinzelbacher et Hogg『修道院文化史事典』p. 62, 78-79, 111.
76 五十嵐修『王国・教会・帝国』p. 12.
77 水嶋良雄『グレゴリオ聖歌』p. 273-279. Reznikoff, « Le chant grégorien et le chant des 
Gaules », p. 3. Boussard『シャルルマーニュの時代』p. 180 （Charlemagne et son temps, p. 
138）. 
78 Riché『グレゴリウス小伝』p. 37.
79 水嶋良雄『グレゴリオ聖歌』p. 279. ジャック・ル・ゴフは、グレゴリウスを中世の基礎を
築いた人物の一人に挙げ、聖ベネディクトゥスやシャルルマーニュに加えて、大グレゴリ
ウスもヨーロッパの父と呼ばれるにふさわしい人物であるとしている（『ヨーロッパは中世
に誕生したのか？』菅沼潤訳、藤原書店、2014、p. 55-53）。
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称の慣用的使用につながった。名門貴族の家に生まれたグレゴリウスは、芸術的資
質に恵まれ、謙虚で慈愛に満ちた人柄であったという。35歳で父の死に遭遇し、父
祖の家と6つの地所を修道院に変え、修道生活をはじめた。神学、法学、修辞学に
通じているだけでなく、優れた外交能力をもち、コンスタンティノープルに教皇
大使として派遣され6年間を過ごしたのち、590年、教皇に選出される。病弱の身
であり、またかつて送った静かな祈りの修道生活に憧憬を抱きながら、教皇職の激
務をこなした。教皇となってからもその謙虚さは変わらず、ほめられることを極度
に嫌った人であったが、それにもかかわらず、死後「大グレゴリウス」（Gregorius 
Magnus/Grégoire le Grand）と呼ばれることを妨げることはできなかった。彼は教
皇職のかたわら、聖ベネディクトゥス伝を含む『イタリアの師父たちの生涯と奇跡
についての対話録』、『福音書講話』など、多くの著作を残した。ベネディクト会修
道士であった彼は、「修道者出身の最初の教皇」であり、「神のしもべらのしもべ」
（Servus servorum Dei）との称号を用いた最初の教皇でもあり、生涯をとおして修
道精神を保った80。たしかに彼は、ローマ式典礼聖歌を飾る教皇の代表として、もっ
とも魅力的で理想的な人物だったのだろう。
おわりに
　フランク王国において、東の分国アウストラシアの首都メスはカロリング家発祥
の地であった。ピピン３世とメス司教クロデガングの働きにより、メスはローマと
密接につながり、ローマ式典礼音楽の中心地として成立した。シャルルマーニュは
父ピピン３世の路線を継承し、ローマ式典礼聖歌の整備を行い、全フランク王国に
浸透させようと努めた。キリスト教王国の君主として、シャルルマーニュとその前
後の王たちはローマの規範を一貫して採用し、ローマとの緊密な連携のもと、典礼
80 グレゴリウス1世『福音書講話』熊谷賢二訳、創文社、1995、P. ネメシェギ「序言」
p. i-vii. グレゴリウス1世『対話』、矢内義顕「解説」、上智大学中世思想研究所編訳・監修
『中世思想原典集成5 後期ラテン教父』平凡社、1993、p. 442-446；『中世思想原典集成精
選2 ラテン教父の系譜』平凡社ライブラリー、2019．トゥールのグレゴリウス『フランク
史 10巻の歴史』杉本正俊訳、新評論、2007、p. 504-508。ヤコブス・デ・ウォラギネ『黄
金伝説1』第46章「聖グレゴリウス」前田敬作、今村考訳、p. 490. 神吉敬三「グレゴリウ
ス1世」、『新カトリック大事典』t. II、p. 635-637．
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聖歌改革が推し進められていったのである。メスの聖歌学校とアーヘンの宮廷を中
心に、ローマ＝フランク式、やがてグレゴリアンと呼ばれるようになる聖歌を体系
的に整えていった。メス聖歌やローマ＝フランク聖歌ではなく、ローマ教皇グレゴ
リウスの名を冠した流れからは、典礼聖歌の統一が思うように進まないシャルル
マーニュや推進者たちの焦慮も感じられ、偉大なるグレゴリウスの名を借りて、彼
らの整備した普遍的聖歌の正統性と権威を人々の心に植えつけようとした意図が見
てとれる。シャルルマーニュの宮廷は、ヨーロッパ各地から知識人が集結した国際
的環境であったことも忘れてはならない。民族性や地方性を越えて、ルーツの異な
る知識人たちが多様な要素を融合させ、彼らのバランス感覚の中で典礼聖歌を整備
し、いわばヨーロッパ的な総合（synthèse）とも言える音楽の基礎を生み出したの
である81。
81 「私が痛感したのは、歴史は長い時間をかけてはじめて明らかになるものであるということ
です。歴史家がある時代を理解するためには、現在と過去との間を行ったり来たりしなけ
ればならないということも学びました」（ジャック・ル・ゴフ『中世とは何か』池田健二、
菅沼潤訳、藤原書店、2005、p. 290-291）。
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